
令和５年度
三田市 認知症地域支援推進員活動報告

報告者氏名：寺坂梨沙 吉﨑乃里子
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認知症地域支援推進員について
１ 認知症地域支援推進員：７名

２ 認知症地域支援推進員の役割

①地域包括支援センターの職員の対認知症ケアのスキル向上

及び認知症ケアに携わる多職種協働のための研修事業

ア.認知症疾患医療センター等と連携して、認知症ケアに関する講習等の

企画・実践

イ.認知症ケアにおける多職種協働の重要性等を習得する認知症多職種協働

研修を開催

認知症の人への効果的な支援を行うために、医療、介護及び生活支
援を行うサービスが有機的に連携したネットワークを形成し、医療
と介護の連携強化や地域における支援体制の構築を図る。

(令和5年度三田市認知症施策推進事業業務委託仕様書より抜粋)



②認知症関係の事業を実施する関係機関・団体等との連携

ア.認知症疾患医療センターの機能への参加

イ.認知症疾患医療センターとの情報交換

ウ.認知症疾患医療センターが開催する医療連携協議会への参加

エ.市医師会など関係機関とのネットワークの構築

オ.かかりつけ医、サポート医、専門医療機関との連携

カ.介護保険サービス事業所等との連携

キ.関係機関への広報

③地域の実情に応じて認知症の人やその家族を支える事業の実施

ア.もの忘れ相談の実施

イ.認知症の人及びその介護者等を支援するための「つどいの場（認知症

カフェ）」づくりや交流会開催の検討

ウ.若年性認知症の人への適切な支援の検討、実施

④その他

・認知症に関する正しい知識の普及啓発、地域支援体制構築等の企画調整

・認知症ガイドブック（ケアパス）の有効活用のための普及啓発及び改訂

の検討 等



三田市 認知症施策全体図

※ 令和5年1月1日「三田市認知症の人と共に生き支え合う
まちづくり条例（略称：認知症共生条例）」を制定

本人・家族

認知症疾患医療センター
（兵庫中央病院）
【専門医療相談・鑑別診断】

相談
援助
連携

・三田市権利擁護・成年後見支援センター
・障害者総合相談窓口「きいてネット」
・地域福祉支援員

市民・
ボランティア団体

・認知症サポーター
・認知症キャラバン・メイト
・認知症カフェ
・家族介護者の会
・権利擁護サポーター 等

介護保険事業者：
居宅・地域密着
サービス等

・認知症対応型通所介護
・認知症対応型共同生活介護

等

専門医療の提供

相談・支援

連携

相談・支援

在宅生活の支援

普及啓発・生活支援

医療の提供

かかりつけ医

初期集
中支援
チーム

もの忘
れ相談

情報提供・支援

医療

三田市 いきいき高齢者支援課
認知症高齢者家族支援サービス
①GPS貸与 ②SOSネットワーク登録
③認知症個人賠償責任保険（R3年9月～）

情報共有

認知症
対応病院

認知症
サポート医

認知症相談医

連携

三田市地域包括支援センター
【基幹型】
＜認知症地域支援推進員 1名＞
・認知症疾患医療センターとの連携、
関係機関とのネットワーク構築
・もの忘れ相談 ・介護者交流会
・認知症サポーター、キャラバン・メイト養成
講座の企画、開催
・若年性認知症支援の連携体制づくり
・認知症の個別相談、ケアパスの普及啓発
・タッチで脳の健康チェック
・認知症地域支援推進員の総括

・認知症地域支援推進員連絡会の開催
・チームオレンジ立ち上げ支援
・認知症初期集中支援チーム（兼務） 等

相談・事例提供

地域包括支援センター【6カ所】
＜認知症地域支援推進員 6名＞
・認知症の個別相談 ・他推進員との連携
・認知症理解のための普及啓発
・認知症カフェ立ち上げ支援
・認知症サポーター養成講座の開催 等

相談・支援



令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

地域共生社会・認知症バリアフリーに向けた取組

市内全包括に認知症地域支援推進員
（以下推進員）が配置されたけれど…

包括相談員と兼務しながら推進員の
役割を意識し、どのような活動を進めて
いけば良いかわからないと不安の声あり。

【成果】
① 推進員が主体となり市内10カ所での認知症啓発展示を開催
② 地域福祉支援員と連携し学校での認知症サポーター養成講座を展開
③ 市民向け健康講座「知る見る聞く認知症」へ協力参加 など

“推進員同士の交流・情報共有の場”
として推進員連絡会を年4回開催

市いきいき高齢者支援課、認知症疾患医療

センター相談員も参加し活動展開への学びの
場とした。

認知症啓発展示

サポーター養成講座



令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

地域共生社会・認知症バリアフリーに向けた取組
推進員の取組みはその他にも・・・

地域イベントにて
体力測定＆脳の健康check

市長も参加！

推進員
PRチラシの作成

オレンジ
ガーデニング
プロジェクト

始動

市人権を考える会
にて認知症に関す
る講話



令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

地域共生社会・認知症バリアフリーに向けた取組

認知症の基本的な知識を幅広い世代に普及・
啓発するための講演会やVR認知症体験などを
9月アルツハイマー月間に開催。
メイン会場での講演会の他、サブ会場では

デジタル体力測定＆脳の健康度測定を実施。
同時に認知症啓発ポスター展示や福祉用具の
展示会を行った。

行政、認知症疾患医療センター、地域包括、
推進員が連携。また、認知症サポーターやキャ
ラバン・メイトにも“学びの場”として研修参
加＆運営協力をいただいた。（延べ283名参加）

【市民向け健康講座の開催】



令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

地域共生社会・認知症バリアフリーに向けた取組

【オレンジランプ上映会】
映画のモデル
丹野智文氏から
三田市の皆さん
へメッセージ

「若年性認知症についてもっとみんなに知っ
てほしい！」市内男性介護者の会代表からの声
をきっかけに上映会を開催。当日は当事者団体
や認知症カフェ代表による活動報告もあり。
小学生の子を連れたご家族、夫が認知症だと

いう高齢女性など様々な世代が上映会に参加。
きっかけ作りをしてくださった男性介護者の会
代表と丹野さんとのご縁で市民にむけてビデオ
メッセージをいただきました。（156名参加）



コラムには
認知症予防

レシピも掲載！

令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

地域共生社会・認知症バリアフリーに向けた取組

【オレンジＬＩＮＥの開設】
認知症に関する情報発信の場として
”オレンジＬＩＮＥ“を開設
医師、栄養士、歯科衛生士など専門職による
コラムやイベント情報など定期配信に加えて
以下コンテンツを準備（登録者数129名）

ピックアップコンテンツ
・認知症チェックリスト
・認知症ケアパス
・もの忘れ相談＆タッチで脳の健康チェック予約
・ブレパサイズ（エーザイ）動画



推進員活動を通して感じたこと

・推進員連絡会を開催することにより、推進員同士の交流や協働での活動展開を図ることが
できた。さらなる推進員活動の発展に向け、今後は認知症に関する勉強会や事例検討会の場
としても活用していく。

・「認知症になりたくない、認知症は怖い」という声は変わらず多い。しかしながら、普及啓
発を続けていくことで様々な世代から認知症へ関心を寄せてもらうきっかけとなり、「自分
にできることがあれば活動に関わりたい」と認知症カフェ運営者とコーラスグループがつな
がる等“地域における人とのつながり”を実感することができた。

・普段から地域でのつながりづくりに携わる推進員の働きかけにより、地域イベント＆認知症
啓発のコラボが実現できた。今後も地域の魅力や力を見つけながら、地域と一体となり認知
症とともに歩む・認知症の方が笑顔で過ごせる居場所づくりに努めたい。

今後について

・三田市における“チームオレンジ”の構築ミーティングへの参加、立ち上げや運営のための
支援実施（R6年度）

・認知症のご本人が活躍できる場の創出

推進員活動に必要なのは「一人で抱えず、ともに活動を楽しめる仲間を見つける
こと」だと感じています。これまでの活動が実を結び、仲間となってくださった
皆さんとともに“誰もが自分らしく暮らせる共生のまち”を目指したいと思います。


